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東京都理学療法士協会
世田谷支部（世田谷PT支部）とは

• 組織：（公社）東京都理学療法士協会－地域活性局－
区西南部・西部ブロック－世田谷支部

• 設立：平成28（2016）年度；第7期高齢者保健福祉・介護事業
計画（2018－2020年）

• 目的：第7期同計画で求められる市区町村における『地域包括
ケアシステムの推進』に対して、市区町村のニーズに合
わせた柔軟な理学療法士活動を可能にするため設立

• 2025年問題：2018-2023年の第7期・8期は団塊の世代が
75歳（後期高齢者）となるまでの準備期間の側面



2025年問題から2040年問題へ

• 医療の利用は７５歳

• 介護保険の利用は８０歳

•フレイル発現の延伸

• 早めの窓口支援

•健康寿命の延伸
生活習慣病・骨関節疾患

平成22年国勢調査データ
『世田谷区データブック１』より抜粋

現在の主たる
介護保険利用者層
現８０歳以上

団塊の世代
（現７５歳前後）
第7期計画の対象

2025年問題

次のターゲット
現４５～６０歳
人数が多い！
2040年問題

生産人口が減り老齢人口が増える中で、介護保険事業所の
統廃合により受け皿不足が進む可能性が高く、資源の有効
活用策とフレイル発現と健康寿命の延伸策が必須



体力測定会への協力

介護予防ケアマネジメント（現任）研修グループアドバイザー

PT等リハ職の派遣・育成

東京都理学療法士協会世田谷支部の活動

区内医療福祉職向け講座の開催１回/年

※区8期高齢者医療
介護計画より抜粋



自立支援に向けた支援を検討する
地区版地域ケア会議A（2022年度69件）

地域住民(個人)についての相談内容

• 現状をどう捉えれば良いのか
• 将来に向けて必要な支援策
• 活動参加に向けた支援策

➢PT等リハ職への期待
地域住民に対してどのような
個別の課題があるかの洗い出し
と分析

リハ職による洗い出しと分析例

• 身体機能
• 食事
• 意欲
• 交流関係
• 住環境、福祉用具
• 活動・参加の場所
• 受診の勧奨
• 総合して支援内容の提案

目的：PT等リハ職視点を取り入れてケアマネジメントの質の向上を図る

洗い出しの範囲が
とても広い
リハ職の強み

参加者：（当事者）・あんすこ職員・予防課職員・PT等リハ職・その他



PT等リハ職の地域ケア会議Aからの学び

① 当事者を中心に様々な立場の支援者が集まって会議を行うこ
とは当事者支援として非常に有効

② PT等リハ職的な視点で課題の洗い出しと分析を行うことで
支援の方向性が定まりやすく、資源の有効活用の視点からも
効果的で効率的である

③ 一同に会することは時間的制約が大きい

④ 参加PT等リハ職の所属事業所の理解と協力が不可欠
（第8期重点取組み１自立支援・介護予防・重度化予防項目）

⑤ リハビリを希望する住民の参加の場が限られ移行支援が必要

⑥ 参加するリハ職の質と量の担保が必要



提案：支援初期にPT等リハ職を活用

•フレイル発現の延伸
支援初期にリハ職が関わることで必
要な支援を見極め、効果的で効率的
な導入を図りフレイル発現を延伸す
る（他県で実績あり）

•健康寿命の延伸
骨関節疾患・生活習慣病（全医療費
の1/3以上）のケアが必要であり、
リハ職が包括的な講座を開催して健
康寿命を延伸する例：腰痛予防講座

平成22年国勢調査データ
『世田谷区データブック１』より抜粋
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祖父母が元気であれば子育てに専念できるという意味で
2040年問題は子育て支援に直結している






